
人気上昇中！カラフルなカリフラワーの栽培に挑戦

家庭菜園に関する相談は、TAC（タック）、支店営農経済担当者までご連絡ください。

今月のテーマ

　カリフラワーはブロッコリーと同じアブラナ科です。収穫時期を変えながら全国で栽培され、真夏を除きほぼ通年出回っています。出回
る量は秋頃から増え始めますが、最も美味しい旬は、冬の寒い時期（11月頃から3月頃まで）になります。ビタミンＣ・カリウムが豊富で
す（疲労回復・風邪予防・高血圧に効果）。
　最近は、カラフルなカリフラワーも出てきました。白・オレンジ・グリーン・紫色と黄色のロマネスコ、カリフローレという茎カリフラ
ワーもあります。

●カリフラワーの旬は冬

○スノークラウン：大玉で純白。肉質緻密な早生種。
○ブライダル：寒さに強く、草勢が強いので作りやすい。中早生種。
○オレンジ美星：光に当たることでオレンジ色に。みずみずしく食味が良い。早生種。 
○バイオレットクイン：花蕾が濃紫色。ゆでると鮮緑色に変わる早生種。
○ロマネスコ：甘みがあり、クセのない味が特徴でサラダなどにして食べるのが人気。

●作ってみたい品種

情報提供は、西濃農林事務所農業普及課（TEL 73-1111）

ブロッコリーの育苗

～初期の管理で安定生産を～

西濃農林事務所農業普及課 ［技術課長補佐］ 鈴木 隆志さん

西濃農林事務所農業普及課 ［技術主査］ 木村 裕子さん

　7月末～8月中旬にかけてブロッコリーの育苗が始まります。9月の定植に
向けて暑い時期となるため、発芽不良や徒長苗にならないよう、適切な管理
を行いましょう。

＜播種作業＞
　128穴セルトレイに培土を詰め、表土をすり切り、トレイ下から水が出てく
るまでかん水します。水が浸透するまで1時間程度待ち、セルの真ん中に深さ
5㍉程度の穴を作り、1粒ずつ播種をします。覆土し、再度余分な土をすり切る
ように取り除き、水圧がかからないようハス口を上に向け、水がすべてのセル
に浸透するようしっかりかん水します。
　順調なら36～48時間ほどで発芽するので、1昼夜は培土が乾かないよう
に、トレイを積んだまま涼しい場所（発芽適温は20～25℃）に置き、翌日苗
場に広げます。発芽揃いまではかん水を行いませんので、不織布などをかけ
ておくと水分が安定します。風通しの良い、雨よけできる施設（ハウスなど）
を苗場とし、暑さ対策として寒冷紗被覆を行います（遮光率は40％程度）。

＜発芽～子葉の展開まで＞
　土表面に発芽の盛り上がりを確認したら、被覆していた不織布等を取り除
きます。乾燥しているようなら、土表面が濡れる程度に少量かん水を行いま
す。湿っているようならかん水は行いません。水をやりすぎると胚軸が徒長す
るので注意しましょう。

＜子葉展開後～10日目＞
　かん水は朝7時頃からたっぷり行い、トレイ下から水が出るのを確認しま
しょう。次に11時～15時の間に表面が乾くようなら、表面を湿らせる程度か
ん水を行います。特に縁まわりから乾くので、加減してかん水しましょう。15
時以降はかん水は基本的に行わないようにしましょう。

＜10日目～定植まで＞
　かん水のタイミングは上記と同じですが、葉が増え始め吸水量も増えます
ので、しおれないよう生長に合わせてかん水量を増やします。本葉1枚目が広
がり始めたら、液肥をトレイ1枚あたり500～1000ｍｌ散布します（協同液
肥2号500～1000倍など）。以後は葉色を落とさないよう5日おきに液肥を
散布します。

●良い苗のイメージ  
・育苗トレイ内の苗の大きさや質が揃っている。
・徒長していない。 
・苗が、本葉2～3枚で、10㌢程度の大きさ。
・病害虫がない。 
・根鉢がしっかり形成されている。

　大豆は初期の管理が収量に大きく影響します。特に播種時期、生育初
期の排水対策、雑草対策は重要です。適切な管理を行うことで安定した
出芽率を確保し、初期生育を良好にして高収量の大豆づくりを目指しま
しょう。

◆排水対策
　大豆は播種後の急激な水分吸収があると発芽率が低下します。土壌
の過湿による湿害は出芽不良を起こし、収量に大きく影響します。その
ために排水対策を行います。
　播種前に弾丸暗渠や額縁・うね間の排水溝を設置し、ほ場内の排水を
図りましょう。

◆雑草対策
　播種してから約40日が雑草対策の重点時期です（それ以降は大豆が
ほ場を覆って雑草は生えにくくなります）。
＜播種前＞茎葉処理剤を散布して雑草を枯らします。
＜播種時＞土壌処理剤を散布して雑草の発生抑制を行います。
＜生育時＞播種後約30日で中耕培土を行います。
＜帰化雑草＞近年、帰化アサガオ・ホオズキ類の発生ほ場が増えていま
す。これらの多くがほ場周辺からの侵入によるものです。一度侵入する
と防除が困難なため、侵入・定着を防ぐことが大切です。畦畔の雑草は

非選択性茎葉処理剤を株元まで散布する、地際部からの刈取り等、ほ
場周辺の防除を徹底しましょう。

◆適期播種
　大豆は茎の節ごとに子実がつくため、丈が高いと収量が高くなりま
す。しかし早すぎる播種は、倒伏・つるボケを起こし、播種が遅れると丈
が短くなり収量が低下するため、適期播種が重要です。
　この地域の播種適期は7月6日～25日頃で、播種量は4～5㌔/10㌃、
条間は75㌢を基本とします。播種が遅れてしまった場合（7月末以降）、
条間を45㌢と狭くして播種量も増やします。播種時期が早くて倒伏が心
配される場合は、摘心栽培がおすすめです。

栽培適性：pHは、6.0～6.5。排水性や保水性が良く、肥沃な土壌を好む。過湿・高温に弱い。
連 輪 作：1～2年以上の輪作が良い。連作[アブラナ科（白菜・キャベツ）]により根こぶ病が発生しやすい。
栽植密度：畝幅120㌢、条間50㌢の2条、株間30㌢、畝高10～20㌢（耕土が浅い場合は高畝にする）。
畑の準備：植付けの2週間前に苦土石灰100㌘/㎡と完熟たい肥1㌔/㎡を、植付けの1週間前に化成肥料（畑作名人）120㌘/㎡を施す。
植 付 け：葉数が4～6枚の苗を植付ける。根鉢の上面と畝の表面が同じ高さになるように植付け株元にたっぷり水をやる。植付け後は防虫ネッ

トのトンネルをかける。また、定植前に育苗セルトレーへ農薬の潅注処理を行うことで、初期の発生害虫を防ぐことが出来る。
追肥・培土：追肥（化成肥料40㌘/㎡）は中耕・培土をかねて（定植から30～40日後）行います。
遮　　光：カリフラワー（純白系）は花蕾が直射日光や霜に当たると黄色っぽくなるので、外葉をヒモで縛り、花蕾を保護する。風の弱い

畑では、外葉の元を折り曲げて花蕾に被せるだけでも良い。
収　　穫：花蕾が直径13～15㌢になったら収穫する。 花蕾の表面が滑らかな時が収穫適期です。
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植付け ハウスで播種・育苗 収穫 ※同じ作型（早生・晩生など）でも品種により収穫時期などが異なるためラベルをよく確認する
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